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R
R
C
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に

は
、
フ
ロ
ン
類
の
管
理
及
び
排
出
抑
制

施
策
に
日
頃
よ
り
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
菅
総
理
大
臣
が
宣
言
さ

れ
た
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル（
以
下「
C
N
」）の
実
現
に
向
け
て
、

国
を
挙
げ
た
挑
戦
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
本
年
4
月
26
日
、
代
替

フ
ロ
ン
（
H
F
C
）
分
野
で
の
今
後
の

取
組
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
経
済
産
業

省
及
び
環
境
省
に
よ
る
産
業
構
造
審
議

会
製
造
産
業
分
科
会
化
学
物
質
政
策
小

委
員
会
フ
ロ
ン
類
等
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
（
座
長
飛
原
英
治
大
学
改

革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
特
任
教
授
）

及
び
中
央
環
境
審
議
会
地
球
環
境
部
会

フ
ロ
ン
類
等
対
策
小
委
員
会
（
委
員
長

中
根
英
昭
高
知
工
科
大
学
名
誉
教
授
）

合
同
会
議
（
委
員
計
35
名
）
に
お
い
て

ご
議
論
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
「
代

替
フ
ロ
ン
分
野
で
の
2
0
5
0
C
N
に

向
け
た
今
後
の
取
組
の
方
向
性
に
つ
い

て
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
5
月
10
日

に
公
表
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◯
代
替
フ
ロ
ン
を
巡
る
状
況

　

世
界
的
に
地
球
温
暖
化
対
策
の
議
論

が
活
発
化
す
る
中
、
我
が
国
で
は
昨
年

10
月
、
菅
総
理
大
臣
よ
り
「
2
0
5
0

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
を
目
指
す
」
こ
と
が
宣
言
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
2
0
5
0
C
N

へ
の
挑
戦
を
日
本
の
新
た
な
成
長
戦
略

に
位
置
づ
け
、
環
境
対
策
は
も
は
や
経

済
の
制
約
で
は
な
く
、
力
強
い
成
長
を

生
み
出
す
鍵
で
あ
る
こ
と
が
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
年
4
月
に
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
本
部
及
び
米
国
主
催
の
気
候
サ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
2
0
5
0
C
N
と

整
合
的
で
か
つ
野
心
的
な
目
標
と
し
て
、

我
が
国
は
2
0
3
0
年
度
に
お
い
て

温
室
効
果
ガ
ス
を
2
0
1
3
年
度
か
ら

46
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
す
、
さ
ら

に
50
％
の
高
み
に
向
け
て
挑
戦
を
続
け

る
こ
と
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
野
心
的
な
目
標
を
実
現
し
、

2
0
5
0
C
N
社
会
を
構
築
す
る
た
め

に
は
、
様
々
な
分
野
で
脱
炭
素
化
に
向

け
た
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
温

室
効
果
の
高
い
代
替
フ
ロ
ン
に
つ
い
て

も
同
様
で
す
。

　

代
替
フ
ロ
ン
は
、
排
出
量
全

体
の
約
9
割
以
上
が
業
務
用
冷

凍
空
調
機
器
の
冷
媒
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、

我
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
全
体

の
排
出
量
が
減
少
傾
向
に
あ
る

中
、
唯
一
排
出
が
増
え
続
け
て

い
る
分
野
で
す
。
2
0
3
0
年

度
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
46
％
削

減
す
る
と
い
う
新
た
な
目
標
や
、

そ
の
先
の
2
0
5
0
C
N
の
実

現
に
向
け
て
、
代
替
フ
ロ
ン
の

分
野
に
お
い
て
も
、
抜
本
的
な

対
策
や
そ
の
強
化
が
不
可
欠
で

す
。

◯
代
替
フ
ロ
ン
に
関
す
る

　
現
行
の
取
組

　

我
が
国
の
フ
ロ
ン
類
対
策

は
、
2
つ
の
法
規
制
を
中
心
に

構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
オ
ゾ

ン
層
保
護
法
に
お
い
て
は
、
フ

ロ
ン
類
の
製
造
・
輸
入
を
規
制

し
、
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
で
は

フ
ロ
ン
類
の
使
用
・
回
収
・
破

我が国の温室効果ガス排出量の推移

1



壊
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般
を

規
制
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
特
に
、

代
替
フ
ロ
ン
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
、蛇
口（
フ
ロ
ン
類
の
製
造・輸
入
）、

上
流
（
フ
ロ
ン
類
使
用
機
器
の
生
産
）、

中
流
（
使
用
）、
下
流
（
回
収
・
破
壊
等
）

に
分
け
、
各
段
階
に
お
け
る
現
行
の
取

組
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
蛇
口
（
フ
ロ
ン
類
の
製
造
・
輸
入
〉

　

代
替
フ
ロ
ン
の
蛇
口
規
制
は
、
国
際

約
束
で
あ
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定

書
キ
ガ
リ
改
正
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
先
進
国
と
途
上
国
に
対

し
、
そ
れ
ぞ
れ
段
階
的
に
代
替
フ
ロ
ン

の
消
費
量
と
生
産
量
の
削
減
を
求
め

て
お
り
、
先
進
国
の
場
合
、
最
終
的
に

は
、2
0
3
6
年
に
基
準
年
（
2
0
1
1-

2
0
1
3
年
）
と
比
較
し
て
85
%
削
減

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
キ

ガ
リ
改
正
を
担
保
す
る
た
め
、
我
が
国

で
は
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
法
を
改
正
し
、

2
0
1
9
年
か
ら
代
替
フ
ロ
ン
の
製
造

量
・
輸
入
量
に
つ
い
て
国
に
よ
る
割
当

制
に
よ
り
、
着
実
に
減
ら
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
な

ど
に
使
用
さ
れ
る
冷
媒
に
つ
い
て
、
温

室
効
果
の
低
い
グ
リ
ー
ン
冷
媒
へ
の
転

換
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

コ
ス
ト
等
の
理
由
で
導
入
が
進
ま
な
い

冷
媒
や
、
そ
も
そ
も
代
替
冷
媒
が
な
い

分
野
も
あ
る
た
め
、
経
済
産
業
省
で
は
、

N
E
D
O
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
省
エ
ネ
化
・

低
温
室
効
果
を
達
成
で
き
る
次
世
代
冷

媒
・
冷
凍
空
調
技
術
及
び
評
価
手
法
の

開
発
）
を
通
じ
て
、
グ
リ
ー
ン
冷
媒
と

そ
の
適
用
機
器
の
開
発
、
さ
ら
に
機
器

に
使
用
す
る
際
の
リ
ス
ク
（
燃
焼
性
、

毒
性
等
）
評
価
手
法
の
開
発
を
進
め
て

い
ま
す
。

〈
上
流
（
フ
ロ
ン
類
使
用
機
器
の
生
産
）〉

　

フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
に
お
い
て
、
市

場
に
あ
る
最
も
G
W
P
の
低
い
製
品
を
、

い
わ
ゆ
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
位
置
づ

け
、
こ
れ
ら
製
品
の
普
及
を
図
る
「
指

定
製
品
制
度
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
製

品
区
分
毎
に
目
標
年
と
目
標
値
を
定
め

て
、
製
造
・
輸
入
業
者
に
対
し
、
目
標

達
成
に
向
け
た
対
応
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
省
で
は
、
省
エ
ネ
型
自

然
冷
媒
機
器
に
対
す
る
導
入
支
援
（
省

エ
ネ
型
自
然
冷
媒
機
器
導
入
補
助
金
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

冷
凍
冷
蔵
倉
庫
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
お
い
て
、
広
く

自
然
冷
媒
機
器
が
普
及
す
る
と
と
も
に
、

波
及
効
果
と
し
て
自
然
冷
媒
機
器
の
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
中
流
（
使
用
）〉

　

過
去
に
実
施
し
た
事
業
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
お
い
て
、

業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
か
ら
の
漏
え
い

の
多
く
が
機
器
の
使
用
時
に
発
生
す
る

こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
漏
え
い
防

止
対
策
の
た
め
、

フ
ロ
ン
排
出
抑
制

法
で
は
、
機
器
の

管
理
者
に
対
し
て
、

機
器
の
簡
易
・
定

期
点
検
や
点
検
記

録
の
保
存
、
修
理

し
な
い
ま
ま
の
充

填
の
原
則
禁
止

と
い
っ
た
管
理

義
務
を
課
し
て

お
り
ま
す
。
特

に
、
機
器
の
点
検

制
度
に
関
連
し
て
、

昨
今
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用

し
た
漏
え
い
監

視
シ
ス
テ
ム
が

各
メ
ー
カ
か
ら

提
供
さ
れ
て
い

る
実
態
を
踏
ま
え
、

同
シ
ス
テ
ム
を
用

い
た
点
検
手
法
を

点
検
制
度
に
位
置

づ
け
る
こ
と
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
に
基
づ

く
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
日
本
冷

媒
・
環
境
保
全
機
構
（
J
R
E
C
O
）
が

運
営
す
る
冷
媒
管
理
シ
ス
テ
ムRaM

S

（Refrigerant M
anagem

ent System

）

を
活
用
し
た
点
検
記
録
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
や
、
日
本
冷
凍
空
調
設
備

我が国のフロン類対策の全体像
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工
業
連
合
会
が
企
画
・
運
営
す
る
配
管

の
ロ
ウ
付
け
技
術
者
育
成
な
ど
、
各
主

体
に
お
い
て
様
々
な
取
組
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

〈
下
流
（
回
収
・
破
壊
等
）〉

　

近
年
、
機
器
廃
棄
時
の
フ
ロ
ン
回
収

率
が
4
割
弱
と
低
迷
し
て
い
る
こ
と
を

受
け
、
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
に
よ
る
規

制
が
強
化
さ
れ
、
2
0
2
0
年
4
月
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
機
器
を

廃
棄
す
る
際
に
、
引
取
先
の
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
対
し
て
フ
ロ
ン
回

収
済
み
証
明
書
の
交
付
を
義
務
づ
け
る

と
と
も
に
、
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
業

者
に
対
し
て
、
機
器
の
引
取
り
時
に
回

収
済
み
証
明
書
を
確
認
で
き
な
い
場
合

に
は
、
引
取
り
を
禁
止
す
る
措
置
を
講

じ
ま
し
た
。
加
え
て
、
ユ
ー
ザ
ー
が
フ

ロ
ン
回
収
を
行
わ
な
い
違
反
に
対
し
て

は
直
接
罰
を
可
能
と
す
る
等
の
法
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
規
制
強
化
の
内
容
に
つ
い
て
、

チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
説

明
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
周
知
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
、
よ
り
現
場
に
近
い
と

こ
ろ
で
は
、
解
体
工
事
現
場
で
の
フ
ロ

ン
回
収
の
徹
底
を
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
と
併
せ
て
行
う
な

ど
、
国
土
交
通
省
や
都
道
府
県
と
協
力

し
な
が
ら
関
連
す
る
施
策
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

◯
2
0
5
0
C
N
に
向
け
た

　
取
組
の
方
向
性

　

こ
の
よ
う
な
現
行
の
取
組
を
踏
ま
え
、

2
0
5
0
C
N
に
向
け
て
、
今
後
、
取

り
組
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
、
合
同

会
議
に
お
い
て
ご
議
論
い
た
だ
き
、
次

の
よ
う
に
取
り
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

〈
蛇
口
：
キ
ガ
リ
改
正
の
着
実
な
履
行
〉

　

蛇
口
で
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定

書
キ
ガ
リ
改
正
に
よ
る
代
替
フ
ロ
ン
の

段
階
的
な
削
減
を
着
実
に
履
行
す
る
た

め
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
法
に
よ
る
製
造
・

輸
入
割
当
を
厳
密
に
運
用
す
る
こ
と
が

最
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
温
室
効
果
の
高
い
冷
媒
の

供
給
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
既
に
市
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る

フ
ロ
ン
使
用
機
器
の
補
充
用
冷
媒
が
不

足
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン

に
も
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
懸
念
に
対
す
る
対
応
も
並
行

し
て
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
キ
ガ
リ
改
正
に
よ
っ
て
、
2
0

3
6
年
に
基
準
年（
2
0
1
1-

2
0
1
3

年
）の
15
%
に
ま
で
、代
替
フ
ロ
ン
の
消

費
量
を
削
減
し
ま
す
が
、2
0
5
0
年

に
向
け
て
は
、
さ
ら
に
消
費
量
を
削
減

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〈
上
流
：
グ
リ
ー
ン
冷
媒
機
器
普
及
拡
大
〉

　

フ
ロ
ン
使
用
機
器
に
つ
い
て
は
、
と

に
か
く
グ
リ
ー
ン
冷
媒
機
器
の
普
及
拡

大
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
供
給
側
と
需
要
側
の
両
面

に
お
い
て
、
グ
リ
ー
ン
冷
媒
機
器
導
入

に
向
け
た
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
時
点
で
既
に
二
酸
化
炭

素
や
炭
化
水
素
な
ど
の
自
然
冷
媒
機
器

が
上
市
さ
れ
て
い
る
分
野
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
機
器
を
主
流
化
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
並
行
し
て
、

自
然
冷
媒
の
適
用
が
難
し
い
機
器
向
け

の
冷
媒
と
し
て
、
温
暖
化
係
数
が
極
め

て
低
い
冷
媒
の
開
発
を
進
め
て
い
き
ま

す
が
、
ど
う
し
て
も
可
燃
性
や
微
燃
性

と
い
っ
た
特
性
を
有
す
る
冷
媒
を
使
わ

ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
安
全
性
も
含
め
、
対
応
す
る
機
器

の
開
発
も
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

〈
中
流
：
稼
働
時
漏
え
い
ゼ
ロ
へ
〉

　

現
行
の
取
組
の
中
で
述
べ
た
よ
う
に
、

フ
ロ
ン
類
の
漏
え
い
の
多
く
が
フ
ロ
ン

使
用
機
器
の
稼
働
時
に
発
生
す
る
と
い

う
調
査
結
果
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
と
に

か
く
稼
働
時
の
漏
え
い
対
策
を
徹
底
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

既
に
市
中
で
稼
働
し
て
い
る
機
器
に

つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
最
近
で
は
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
漏
え
い
を
検
知

す
る
シ
ス
テ
ム
が
製
品
化
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
う
し
た
技
術
の
普
及
や
検

知
精
度
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
新
規
に
販
売
さ
れ
る
機
器
に
漏
え

い
防
止
機
能
の
組
み
込
み
が
で
き
な
い

か
な
ど
の
検
討
も
、
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

〈
下
流
：
回
収
率
1
0
0
％
へ
〉

　

下
流
に
お
い
て
は
、
機
器
廃
棄
時
に

お
け
る
フ
ロ
ン
回
収
率
の
低
迷
か
ら
脱

却
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
蛇
口
や
上

流
の
対
策
に
よ
り
、
将
来
的
に
は
フ
ロ

ン
を
使
用
し
た
機
器
は
減
っ
て
い
く
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
フ

ロ
ン
を
使
用
し
て
い
る
機
器
に
関
し
て

は
、
機
器
廃
棄
時
の
冷
媒
回
収
を
徹
底

す
る
た
め
の
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

ま
た
、
冷
媒
の
種
類
に
よ
っ
て
は
将

来
的
に
不
足
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
冷
媒
に
つ
い
て
、

適
正
な
再
生
・
破
壊
制
度
の
運
用
と
と

も
に
、
予
期
さ
れ
る
補
充
用
冷
媒
不
足

に
備
え
た
冷
媒
回
収
・
再
生
・
再
利
用

の
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
循
環
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
で
、
排
出
抑
制
及
び
回
収

率
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

〈
そ
の
他
：
普
及
啓
発
・
国
際
協
力
の
推

進
〉

　

2
0
5
0
C
N
に
向
け
た
フ
ロ
ン
対

策
を
進
め
る
上
で
は
、
フ
ロ
ン
使
用
機

器
等
の
便
益
を
享
受
す
る
国
民
一
人
一

人
に
対
し
、
フ
ロ
ン
対
策
の
必
要
性
を

ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
我
が
国
が
培
っ
た
フ
ロ
ン
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
、
国
際
的
に
貢
献
し
て
い
く
と
と

も
に
、
我
が
国
の
技
術
的
な
強
み
を
国

際
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
が
取
組
の
方
向
性
で
す
が
、「
取

り
ま
と
め
」
の
中
で
は
上
記
に
加
え
て
、

2
0
5
0
年
を
目
指
し
て
、
必
ず
し
も

実
現
の
可
能
性
が
見
え
な
い
も
の
も
含

め
て
、
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
個
別
の

対
策
を
列
挙
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

時
間
の
あ
る
際
に
ご
参
照
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

（h
ttp

s://w
w

w
.m

eti.go.jp
/

shingikai/sankoshin/seizo_
sangyo/kagaku_busshitsu/flon_
godo/pdf/20210510_1.pdf

）

　

な
お
、
こ
れ
ら
を
検
討
し
て
い
く
に

あ
た
っ
て
は
、
い
く
つ
か
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
が
ご
ざ
い
ま
す
。
一

点
目
は
、
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
や
技

術
へ
の
ア
ク
セ
ス
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

で
す
。
例
え
ば
コ
ス
ト
の
上
昇
等
の
社

会
的
経
済
的
条
件
で
、
こ
れ
ら
の
技
術

を
享
受
で
き
る
者
が
限
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
点
に
、

留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

二
点
目
は
、
冷
媒
の
選
択
に
あ
た
っ

て
は
、
安
全
性
、
省
エ
ネ
性
能
、
経
済

性
と
い
っ
た
観
点
を
総
合
的
に
勘
案
し

な
が
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
当
該
冷
媒
が

気
候
変
動
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て

は
、
特
に
意
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

三
点
目
は
、
2
0
5
0
年
時
点
で
市

中
に
一
定
程
度
代
替
フ
ロ
ン
が
存
在
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
稼
働
中

機
器
の
漏
え
い
防
止
と
廃
棄
時
回
収
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
点
で
す
。

○
終
わ
り
に

　

2
0
5
0
C
N
の
実
現
に
あ
た
っ
て
、

代
替
フ
ロ
ン
分
野
に
お
い
て
も
以
上
の

よ
う
な
様
々
な
対
策
と
、
そ
の
強
化
を

抜
本
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に

挑
戦
し
て
い
く
に
は
、
R
R
C
を
は
じ

め
、
関
係
者
皆
様
の
一
人
一
人
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
な
く
て
は
成
し
得
ま
せ

ん
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

3



地
球

環
境
米
国
主
催

「
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
」が

開
催
さ
れ
る

　

米
国
主
催
の
気
候
変
動
に
関
す
る
首

脳
会
議
が
４
月
22
～
23
日
に
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
で
開
催
さ
れ
、
約
４
０
カ
国
・

地
域
の
首
脳
が
参
加
し
た
。
米
英
や

日
本
な
ど
先
進
国
は
相
次
ぎ
温
室
効
果

ガ
ス
の
新
た
な
削
減
目
標
を
表
明
し
、

「
パ
リ
協
定
」
の
目
標
達
成
に
向
け
て

再
始
動
し
た
。

　

菅
総
理
大
臣
は
２
０
５
０
年
に
事
実
上

排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
長
期
目
標
と
野
心
的
な
目
標

と
し
て
２
０
３
０
年
度
に
お
い
て
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
46
％
削
減
を
目
指
す
こ

と
を
宣
言
し
、
さ
ら
に
50
％
削
減
に
向

け
、
挑
戦
し
て
い
く
と
表
明
し
た
。
ま

た
、
経
済
と
環
境
の
好
循
環
を
生
み
出

し
、
２
０
３
０
年
の
野
心
的
な
目
標
に

向
け
て
力
強
く
成
長
し
て
い
く
た
め
、

政
府
と
し
て
再
エ
ネ
な
ど
脱
炭
素
電
電

を
最
大
限
活
用
す
る
と
と
も
に
、
企
業

の
投
資
を
促
す
た
め
の
十
分
な
刺
激
策

を
講
じ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
催
国
の
米
国
は
バ
イ
デ
ン
大
統
領

が
２
０
３
０
年
ま
で
に
05
年
比
で
50
～

52
％
削
減
を
表
明
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
か
米
環
境
保
護
局

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
は
５
月
３
日
に
代
替
フ
ロ

ン
を
今
後
15
年
で
85
％
削
減
す
る
法
律

（
２
０
２
０
年
12
月
連
邦
議
会
に
お
い

て
超
党
派
で
成
立
）
に
基
づ
き
規
制
す

る
と
公
表
し
た
。
代
替
フ
ロ
ン
の
削
減

が
米
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
50
～
52
％
削

減
の
目
標
達
成
に
向
け
た
１
つ
の
手
段

と
し
て
い
る
。

　

話
し
は
変
わ
る
が
米
環
境
活
動
家

ポ
ー
ル
・
ホ
ー
ケ
ン
氏
の
米
国
で
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
ド
ロ
ー
ダ

ウ
ン
：
地
球
温
暖
化
を
逆
転
さ
せ
る

１
０
０
の
方
法
』
山
と
渓
谷
社
に
よ
る

と
温
暖
化
解
決
策
の
ト
ッ
プ
は
「
冷
媒

の
管
理
」
と
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化

が
二
酸
化
炭
素
だ
け
で
は
な
い
こ
と
や

「
冷
媒
っ
て
何
？
」
と
思
わ
れ
て
い
る

方
が
「
冷
媒
」
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会

に
な
り
、
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
が

重
要
な
役
割
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ

る
と
確
信
す
る
。

安
全

令
和
元
年
に
発
生
し
た

冷
凍
空
調
施
設
の

事
故
等
に
つ
い
て

　

経
済
産
業
省
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の

冷
凍
事
業
所
に
お
け
る
高
圧
ガ
ス
事
故

の
状
況
を
み
る
と
、
平
成
元
年
の
事
故

件
数
は
２
６
８
件
で
あ
り
、
前
年
の

３
２
８
件
よ
り
下
ま
わ
っ
た
も
の
の
平

成
２４
年
の
１
４
０
件
と
比
べ
て
２
倍
近

く
な
っ
て
お
り
、
高
い
水
準
で
推
移
し

て
い
る
。
事
故
状
況
と
し
て
は
大
半
が

噴
出
、
漏
え
い
事
故
で
、
設
備
老
朽
化

に
よ
る
腐
食
が
原
因
で
漏
え
い
に
至
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
発
生
個
所
は
配
管

系
、
凝
縮
器
、
蒸
発
器
の
順
に
発
生
件

数
が
多
く
、
配
管
系
で
は
保
温
材
下
に

雨
水
の
浸
入
及
び
保
湿
材
下
で
の
結
露

に
よ
る
腐
食
の
事
例
が
多
く
、
定
期
点

検
時
に
壁
貫
通
部
や
天
井
フ
ラ
の
腐
食

の
受
け
や
す
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
保

温
材
を
取
り
外
し
腐
食
状
況
の
確
認
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
蒸
発
器
、
凝
縮

器
に
つ
い
て
は
、
冷
却
水
、
冷
水
の
水

質
不
良
に
よ
り
腐
食
が
発
生
し
て
い
る

た
め
、
定
め
ら
れ
た
水
質
基
準
を
順
守

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

平
成
元
年
の
事
故
の
中
で
死
亡
事
故

も
１
件
発
生
（

１１
月
佐
賀
県
）
し
て
お

り
、
事
故
内
容
を
み
る
と
二
酸
化
炭
素

を
冷
媒
と
し
て
使
用
し
て
い
る
冷
凍
設

備
に
お
い
て
、
安
全
弁
の
交
換
作
業
実

施
中
に
安
全
弁
を
閉
止
せ
ず
に
取
り
外

し
作
業
し
た
た
め
冷
媒
が
漏
え
い
し
、

二
酸
化
炭
素
を
吸
い
込
ん
だ
作
業
者
が

被
災
し
た
。
二
酸
化
炭
素
の
漏
え
い
量

は
約
8
0
0
㎏
と
な
っ
て
い
る
。
事
故

概
要
報
告
書
に
は
、
事
故
発
生
の
原
因

が
安
全
弁
の
交
換
作
業
の
経
験
が
な
い

作
業
者
が
一
人
で
作
業
し
た
こ
と
が
一

因
と
あ
る
。
作
業
中
に
止
め
弁
を
閉
止

し
た
と
勘
違
い
し
て
全
開
状
態
で
安
全

弁
を
取
り
外
す
際
に
接
続
部
よ
り
二
酸

化
炭
素
が
漏
え
い
し
た
。
ま
た
換
気
装

置
は
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
漏
え
い
し

た
場
合
の
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
発
報
装
置

や
緊
急
時
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
て

お
ら
ず
、
死
亡
事
故
に
ま
で
至
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

地球温暖化を逆転させる
100の方法

1位 冷媒（冷却材の管理）
2位 風力発電（陸上）
3位 フードロスの削減
4位 菜食中心の食生活
5位 熱帯雨林の保護
6位 女児の教育機会
7位 家族計画
8位 ソーラーファーム
9位 シルボパスチャー（林間放牧）

10位 屋上ソーラー

気候サミット参加主要国・地域の削減目標
国・地域 従来の目標 新目標

日本 26％（2013年度比） 46%、さらに50％の高みに挑戦
米国 26～28％（25年目標、05年比） 50～52%

カナダ 30％（05年比） 40～45％
EU 55％（90年比） 変更なし
英国 68％（90年比） 78％（35年目標）
韓国 24.4%(17年比) 変更なし（年内に引き上げ）

中国 30年までにピーク到達（GDPあたり排
出を05年比で65％減）

変更なし（第15次5カ年計画で石炭消
費量を減らす）

注：断りのあるものを除き2030年（日本は30年度）の削減目標。EUは20年12月に40％から引き上げ済み

ドローダウン：地球温暖化を逆転させる100の方法のワークショップレレポートは下記のURLを参照
https://note.com/comusubi/n/n595d31a0e931

を
実
施
し
、
事
前
に

危
険
個
所
、
作
業
の

抽
出
、
非
定
常
作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
、
緊
急

時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
と
と
も
に
十

分
な
教
育
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
教
育
訓
練

の
中
で
、
今
回
の
よ

う
な
事
例
を
使
い
安

全
ル
ー
ル
の
徹
底
、

安
全
意
識
を
浸
透
さ

せ
る
こ
と
で
悲
惨
な

事
故
を
防
ぐ
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
こ
の

事
故
を
受
け
て
、
12

月
5
日
付
で
経
済
産

業
省
か
ら
冷
凍
設
備

の
修
理
等
を
行
う
際

の
法
令
順
守
を
徹
底

す
る
よ
う
要
請
を

行
っ
て
い
る
。

　

漏
え
い
事
故
が
発

生
し
て
し
ま
う
と
地

球
環
境
、
経
済
活
動

へ
の
影
響
だ
け
で
な

く
死
亡
事
故
含
む
人

的
被
害
に
及
ぶ
危
険

性
が
あ
る
こ
と
を
会

社
幹
部
が
再
認
識
し
、
老
朽
化
し
た
設

備
に
対
し
て
保
守
管
理
の
徹
底
、
計
画

的
設
備
更
新
や
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
く
教
育
等
、
漏
れ
を
発
生
さ
せ
な
い

予
防
措
置
、
発
生
し
た
際
の
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
具
体
的
取
組
み
を
展
開

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年
件数（件） 85 94 180 125 148 140 193 272 271 328 268
死者数（人） 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
負傷者数（人） 9 2 2 1 1 18 3 2 1 3 5

高圧ガス冷凍則事故（災害）件数と死者数の推移（平成21年～令和元年）
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こ
の
度
、
環
境
省
フ
ロ
ン
対
策
室
で

は
、
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
の
都
道
府
県

に
お
け
る
施
行
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
令
和
2
年
5
月
か
ら
6
月
に
調
査

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
報
告

書
に
ま
と
め
公
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
す
。

（
1
）
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業

者
の
登
録
状
況

　

令
和
2
年
4
月
1
日
時
点
で
の
第
一

種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
の
登
録
数

は
全
国
で
4
7,
0
4
9
件
で
あ
り
、
平

成
31
年
4
月
1
日
時
点
の
登
録
数

（
4
5,
4
4
5
件
）
と
比
較
し
て
約

3
・
5
％
（
1,
6
0
4
件
）
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

（
2
）
都
道
府
県
に
お
け
る
立
入
検
査
・

指
導
等
の
実
施
状
況

　

令
和
元
年
度
に
お
い
て
、
立
入
検
査

は
全
国
で
2,
7
7
3
件
で
あ
り
、
対
象

の
内
訳
は
、
第
一
種
特
定
製
品
管
理
者

が
1,
5
8
8
件
、
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充

塡
回
収
業
者
が
1,
1
2
7
件
、
そ
の
他

が
58
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
立
入
検
査

実
施
状
況
の
年
度
で
の
推
移
を
み
ま
す

と
、
平
成
26
年
度
以
降
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
一
種
特
定
製
品
管
理
者
及

法
律

行
政

フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
の

施
行
状
況
調
査
結
果

に
つ
い
て（
概
要
）

図1：第一種フロン類充塡回収業登録数の推移

　

政
府
の
地
球
温
暖
化
抑
制
対
策
と
し

て
宣
言
さ
れ
た
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
活
動

の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
フ
ロ

ン
対
策
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
省
産

業
構
造
審
議
会
の
W
G
や
環
境
省
中
央

環
境
審
議
会
の
分
科
会
等
で
、
2
0
3
0

年
及
び
2
0
3
6
年
を
目
指
し
た
施
策

が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
今

後
さ
ら
に
活
発
化
し
て
い
く
も
の
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
き

に
対
応
す
る
た
め
、
冷
凍
空
調
機
器
分

野
に
て
使
用
さ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
類
は

温
暖
化
影
響
の
小
さ
な
も
の
に
早
急
に

替
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
必
須
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ

の
温
暖
化
影
響
の
小
さ
な
冷
媒
は
何
ら

か
の
燃
焼
性
を
も
つ
こ
と
が
一
つ
の
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
弊
会
で
は

安
全
な
取
り
扱
い
を
徹
底
頂
く
た
め

に
、
J
R
A
規
格
及
び
J
R
A
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
、
も
し
も
漏
え
い

が
起
こ
っ
た
場
合
で
も
安
全
を
維
持
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
施
策
案
を
ま

と
め
て
お
り
ま
す
。
本
年
３
月
の
産
業

構
造
審
議
会
の
フ
ロ
ン
類
等
対
策
W
G

で
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
遵
守
す
る
こ

と
を
前
提
に
、
「
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア

コ
ン
」
の
主
要
製
品
群
に
お
い
て
目
標

値
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
（
新
設
及
び
冷
媒
配
管
一
式

の
更
新
を
伴
う
も
の
に
限
り
、
冷
暖
同

時
運
転
型
や
寒
冷
地
用
等
を
除
く
）
目

標
値 

7
5
0 

目
標
年
度
2
0
2
5
年
」

　

こ
れ
に
よ
り
、
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
や

店
舗
オ
フ
ィ
ス
用
エ
ア
コ
ン
に
て
既
に

使
用
し
て
い
る
H
F
C-

32
等
の
特
定
不

活
性
ガ
ス
を
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン

に
使
用
す
る
方
向
で
製
品
開
発
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
、
高
圧
ガ
ス
保
安

法
に
お
い
て
特
定
不
活
性
ガ
ス
と
な
る

H
F
C

32
等
を
用
い
る
場
合
、
例
え
ば

ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
で
は
、
店
舗

オ
フ
ィ
ス
用
エ
ア
コ
ン
等
よ
り
も
機
器

に
充
塡
さ
れ
て
い
る
冷
媒
量
が
多
く
、

設
置
室
内
の
容
積
に
よ
り
、
な
ん
ら
か

の
安
全
対
策
の
設
置
が
必
要
に
な
る
場

合
が
出
て
く
る
た
め
、
設
置
時
や
レ
イ

ア
ウ
ト
変
更
時
に
は
従
来
と
は
異
な
り

関
係
す
る
皆
様
に
も
安
全
対
策
に
十
分

な
注
意
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
ご
理
解

頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
冷
凍
空
調
機
器
は
随
時
温
暖

化
影
響
の
小
さ
な
冷
媒
を
適
用
し
た
も

の
に
置
き
換
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
省
エ
ネ
性
、
信
頼

性
、
安
全
性
に
配
慮
し
た
設
計
を
基
本

と
し
て
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
ご
使

用
頂
い
て
い
る
機
器
に
、
機
器
メ
ー
カ

が
確
認
し
て
い
な
い
冷
媒
を
入
替
え
る

事
例
が
多
く
報
告
さ
れ
て
お
り
、
弊
会

で
も
警
告
文
章
を
出
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
故
障
や
事
故
発
生
の
可
能
性

が
あ
る
の
で
十
分
ご
注
意
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
　
日
本
冷
凍
空
調
工
業
会

冷
凍

空
調

機
器

ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
に

指
定
製
品
目
標
値
が
設
定
さ
れ
ま
す

5



　

国
土
交
通
省
は
、
環
境
保
全
等

の
観
点
か
ら
、
建
設
工
事
に
係
る

資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法

律
（
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
）
の
規

定
に
よ
る
適
正
な
分
別
解
体
の
更

な
る
推
進
を
図
る
た
め
、
特
定
建

設
資
材
に
係
る
分
別
解
体
等
に
関

す
る
省
令
様
式
第
一
号
に
お
い

て
、
「
フ
ロ
ン
類
の
有
無
に
係
る

記
載
欄
に
追
加
す
る
改
正
」
を
行

い
、
建
築
物
に
関
す
る
調
査
結
果

の
記
載
事
項
へ
の
フ
ロ
ン
に
関
す

る
記
載
欄
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
解
体
時
に
事
前
に

「
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
に
係
る
機

器
の
有
無
と
対
応
状
況
に
つ
い

て
」
都
道
府
県
に
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
該
省
令
の
施
行
は
、
令
和
3

年
4
月
1
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建
物
の

解
体
工
事
等
に

お
け
る

届
出
様
式
が

改
正
さ
れ

ま
し
た
！

　

（
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法　

省
令
改
正
）

※1 フロン排出抑制法が平成27年4月から施行され、第一種特定製品管理者が立入検査等の対象となった。
※2 平成24年度、平成29年度は第一種フロン類充塡回収業者の登録の更新（5年に1度）が多い年に該当。
※3 第一種特定製品整備者、第一種特定製品廃棄等実施者及び第一種フロン類引渡受託者。

※1 フロン排出抑制法が平成27年4月から施行され、第一種特定製品管理者が指導・助言等の対象となった。
※2 平成24年度、平成29年度は第一種フロン類充塡回収業者の登録の更新（5年に1度）が多い年に該当。
※3 第一種特定製品整備者、第一種特定製品廃棄等実施者、特定解体工事元請業者及び第一種フロン類引渡受託者。

表1：立入検査の実施状況（単位：件）

表２：フロン排出抑制法に基づく指導・助言（単位：件）

び
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
に

対
す
る
法
に
基
づ
く
指
導
・
助
言
は
、

都
道
府
県
に
よ
る
指
導
・
監
督
の
強
化

に
よ
り
近
年
増
加
し
、
令
和
元
年
度
に

は
そ
れ
ぞ
れ
2
2
3
件
、
1
7
9
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

立入り検査対象全体 1,620 1,271 1,079 1,911 2,718 2,379 2,692 2,773

第一類特定製品管理者（※1） - - - 787 1,299 1,088 1,470 1,588

第一類フロン類充塡回収業者（※2） 1,594 1,264 1,067 1,113 1,381 1,249 1,200 1,127

その他（※3） 26 7 12 11 38 42 22 58

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

法に基づく指導・助言（合計） 115 121 113 203 156 275 425 420

第一類特定製品管理者（※1） - - - 79 36 64 216 223

第一類フロン類充塡回収業者（※2） 113 119 110 110 111 206 215 179

その他（※3） 2 2 3 14 9 5 4 18
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こ
の
時
、
持
ち
込
ん
だ
フ
ロ
ン
冷
媒

に
よ
っ
て
は
再
生
処
理
が
不
可
能
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
フ
ロ
ン
類
再
生
業
者

や
フ
ロ
ン
冷
媒
の
種
類
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
が
、
持
ち
込
ん
だ
フ
ロ
ン
冷
媒
の

純
度
が
一
定
の
基
準
以
上
の
も
の
し
か

再
生
処
理
と
し
て
受
け
入
れ
さ
れ
ず
、

基
準
以
下
の
も
の
は
破
壊
処
理
と
な
り

回
収

技
術
フ
ロ
ン
再
生
使
用
の
た
め
の

回
収
技
術
に
つ
い
て

　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
に
よ
り
冷

媒
用
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
生
産
規
制

が
あ
り
、
C
F
C
は
1
9
9
5
年
末
、

ま
た
H
C
F
C
は
2
0
2
0
年
に
新
規

生
産
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
市
場
に
は
、
ま
だ
多
く
の

C
F
C
及
び
H
C
F
C
使
用
冷
凍
空
調

機
器
が
稼
動
し
て
お
り
、
補
充
用
及
び

サ
ー
ビ
ス
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用
の
需
要
が

現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ガ

リ
改
正
に
よ
る
H
F
C
系
冷
媒
フ
ロ
ン

の
段
階
的
な
生
産
削
減
が
世
界
的
規
模

で
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
廃
棄
さ
れ
る
冷
凍

空
調
機
器
よ
り
、
回
収
し
た
フ
ロ
ン
冷

媒
を
破
壊
（
無
害
化
）
す
る
こ
と
か

ら
、
再
資
源
と
し
て
フ
ロ
ン
冷
媒
を
蒸

留
精
製
な
ど
に
よ
る
再
生
再
利
用
に
シ

フ
ト
す
る
こ
と
が
、
資
源
の
有
効
活

用
、
環
境
負
荷
低
減
の
観
点
か
ら
も
大

変
重
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

回
収
し
た
冷
媒
を
再
生
冷
媒
と
し
て

使
用
す
る
に
は
、
現
場
で
そ
の
ま
ま
同

じ
機
器
に
再
充
塡
し
て
再
利
用
す
る
場

合
を
除
き
、
他
の
機
器
に
充
塡
す
る
場

合
は
フ
ロ
ン
冷
媒
の
再
生
施
設
を
持
つ

第
一
種
フ
ロ
ン
類
再
生
業
者
ま
で
運
搬

し
て
再
生
処
理
を
依
頼
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
蒸
留
塔
や
フ
ィ
ル
タ
ド

ラ
イ
ヤ
に
よ
り
、
オ
イ
ル
や
ス
ラ
ッ

ジ
、
水
分
、
酸
分
、
不
凝
縮
ガ
ス
な
ど

は
取
り
除
く
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
他

の
フ
ロ
ン
冷
媒
に
よ
り
純
度
が
侵
さ
れ

た
場
合
は
、
必
要
と
す
る
フ
ロ
ン
冷
媒

と
分
離
す
る
に
も
限
界
が
あ
る
た
め
で

す
。
せ
っ
か
く
再
生
す
る
た
め
に
持
ち

込
ん
だ
フ
ロ
ン
冷
媒
が
破
壊
処
理
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
は
コ
ス
ト
面
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
前
述
の
有
効
な
資
源
活

用
、
環
境
負
荷
低
減
に
つ
な
が
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
た
め
、
フ
ロ
ン
冷
媒
を
再
生
処

理
す
る
場
合
は
、
回
収
時
に
い
く
つ
か

の
注
意
事
項
が
あ
る
た
め
以
下
に
ま
と

め
ま
し
た
。

品
質
の
高
い
フ
ロ
ン
冷
媒
回
収
を
す
る
た
め
に

 （
1
）
フ
ロ
ン
冷
媒
種
ご
と
に
使
用
す

る
工
具
、
回
収
容
器
を
準
備
す
る

　

フ
ロ
ン
冷
媒
回
収
時
に
は
ゲ
ー
ジ
マ

ニ
ホ
ー
ル
ド
、
チ
ャ
ー
ジ
ン
グ
ホ
ー

ス
、
冷
媒
回
収
装
置
な
ど
様
々
な
工
具

や
、
回
収
容
器
を
必
要
と
し
ま
す
が
、

冷
凍
サ
イ
ク
ル
内
に
は
フ
ロ
ン
冷
媒
と

共
に
冷
凍
機
油
も
共
存
し
て
い
る
た

め
、
フ
ロ
ン
冷
媒
回
収
時
に
は
必
ず
前
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フッ素系冷媒の動向
「低温域用途向け冷媒の開発」

メキシケムジャパン株式会社

花原　達朗
下
さ
せ
た
冷
媒
を
使
用
し
た
製
品
が
市

場
化
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら

-50
℃
以
下
で
の
用
途
に
お
い
て
は
、
強

い
燃
焼
性
を
持
つ
炭
化
水
素
系
の
冷
媒

を
除
き
、
有
望
な
代
替
候
補
と
な
る
冷

媒
が
登
場
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
最
近
に
な
っ
て
二
酸
化

炭
素
（
C
O
2

）
を
ベ
ー
ス
と
し
た
混
合

冷
媒
が
-50
℃
以
下
の
低
温
域
に
お
け
る

H
F
C-

23
の
代
替
品
と
し
て
発
表
さ
れ

て
く
る
状
況
と
な
っ
た
。

　

二
酸
化
炭
素
は
単
一
冷
媒
と
し
て
は

既
に
給
湯
器
へ
使
用
さ
れ
市
場
化
さ
れ

て
い
る
冷
媒
で
あ
る
が
、
低
温
域
向
け

の
冷
媒
と
し
て
は
実
用
化
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
二
酸
化
炭
素

に
H
F
O
系
冷
媒
、
既
存
の
H
F
C
系

冷
媒
等
を
混
合
す
る
こ
と
に
よ
り
-50
℃

以
下
の
低
温
域
に
お
い
て
も
実
用
的
な

冷
媒
と
し
て
開
発
が
成
功
し
た
。

　

メ
キ
シ
ケ
ム
ジ
ャ
パ
ン
（
株
）
に
お

い
て
も
二
酸
化
炭
素
な
ら
び
H
F
O
冷

媒
を
含
む
低
温
域
向
け
混
合
冷
媒
を

開
発
し
、
現
在
A
S
H
R
A
E
番
号

「
R
4
7
3
A
」
と
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク

レ
ビ
ュ
ー
（
公
開
審
査
）
が
行
わ
れ
て

お
り
、
順
調
に
い
け
ば
不
燃
冷
媒

「
A
1
」
に
分
類
さ
れ
正
式
登
録
さ
れ

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
R
4
7
3
A
は
「
二
酸
化
炭
素

／
H
F
O-

1
1
3
2
a
／
H
F
C-

2
3
／
H
F
C-

1
2
5
」
の
4
種
混
合

冷
媒
で
、
-75
℃
の
超
低
温
ま
で
対
応
可

能
と
な
っ
て
お
り
、
医
薬
品
の
保
管
、

環
境
試
験
装
置
、
低
温
で
の
輸
送
機
器

等
、
現
代
生
活
に
お
け
る
コ
ー
ル
ド

チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
高
性
能
を
実
現
す

る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

R
4
7
3
A
の
G
W
P
は
1
8
3
0

と
比
較
的
高
い
な
が
ら
も
、
現
在
こ
の

温
度
帯
で
使
用
さ
れ
て
い
る
H
F
C-

23

の
G
W
P
1
4
8
0
0
か
ら
代
替
す
る

こ
と
に
よ
り
、
不
燃
と
い
う
特
性
を
保

ち
な
が
ら
、
冷
媒
に
よ
る
温
暖
化
へ
の

影
響
を
8
割
以
上
削
減
す
る
事
が
可
能

と
な
る
。

　

本
来
冷
媒
の
G
W
P
は
低
い
ほ
ど
良

い
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
安

全
性
（
不
燃
・
低
毒
性
）
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
等
も
実
用
に
あ
た
り
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
混
合
冷
媒
の

構
成
要
素
は
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
利
点
で

他
の
成
分
の
欠
点
を
補
う
よ
う
に
組
み

合
わ
せ
と
配
合
比
率
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
今
回
紹
介
し
た
R
4
7
3
A
に
は

H
F
O-

1
1
3
2
a
と
い
う
成
分
が
使

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
G
W
P
は
1
未

満
と
見
ら
れ
て
お
り
、
今
後
超
低
温
域

用
途
以
外
に
も
、
空
調
用
を
含
め
た
各

種
用
途
に
お
い
て
、
よ
り
G
W
P
の
低

い
冷
媒
を
実
用
化
す
る
た
め
の
有
力
な

構
成
要
素
と
な
り
う
る
。
今
後
も
よ
り

幅
広
い
温
度
域
・
対
応
機
器
に
お
い
て

低
G
W
P
化
を
実
現
す
る
た
め
に

H
F
O-

1
1
3
2
a
を
含
む
混
合
冷
媒

の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
と
見

ら
れ
る
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
の
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
キ
ガ
リ
改
正
に

よ
り
H
F
C
系
冷
媒
の
使
用
が
「
消
費

枠
」
と
し
て
管
理
さ
れ
、
今
後
段
階
的

に
削
減
さ
れ
て
ゆ
く
事
と
な
っ
て
い

る
。
国
内
に
お
い
て
も
2
0
1
9
年
1

月
に
改
正
オ
ゾ
ン
法
が
施
行
さ
れ
、
冷

凍
空
調
分
野
に
お
い
て
も
地
球
温
暖
化

係
数
（
G
W
P
）
の
高
い
現
行
の

H
F
C
冷
媒
か
ら
、
よ
り
G
W
P
の
低

い
冷
媒
へ
の
転
換
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。

　

低
Ｇ
Ｗ
Ｐ
冷
媒
の
必
要
性
に
対
し
、

こ
れ
ま
で
に
進
め
ら
れ
た
代
替
冷
媒
開

発
の
中
か
ら
混
合
系
の
冷
媒
を
中
心
に

多
く
の
冷
媒
が
提
案
さ
れ
、
冷
凍
空
調

機
器
で
の
実
用
化
に
向
け
た
評
価
を
受

け
、
多
く
の
分
野
で
よ
り
Ｇ
Ｗ
Ｐ
を
低

述
し
た
工
具
や
容
器
内
に
も
冷
凍
機
油

が
混
入
し
ま
す
。
こ
の
冷
凍
機
油
に
は

フ
ロ
ン
冷
媒
が
溶
け
込
ん
で
い
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
他
の
フ
ロ
ン
冷
媒
を

回
収
し
た
と
き
に
、
た
と
え
回
収
容
器

を
特
定
の
フ
ロ
ン
冷
媒
専
用
と
し
て
い

た
と
し
て
も
、
異
種
冷
媒
の
混
合
と
な

り
純
度
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
、
回
収
回
路

に
お
い
て
使
用
す
る
工
具
は
フ
ロ
ン
冷

媒
種
ご
と
に
準
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
回
収
容
器
も
回
収
す
る

フ
ロ
ン
冷
媒
種
ご
と
に
専
用
に
用
意
す

る
必
要
が
あ
り
、
間
違
っ
て
異
種
冷
媒

を
回
収
し
な
い
よ
う
に
回
収
容
器
に
は

必
ず
フ
ロ
ン
冷
媒
名
を
表
示
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

 （
2
）
オ
イ
ル
や
ス
ラ
ッ
ジ
等

異
物
混
入
を
極
力
さ
け
る

　

前
述
し
た
よ
う
に
フ
ロ
ン
冷
媒
と
共

に
冷
凍
機
油
が
混
入
す
る
た
め
、
フ
ロ

ン
冷
媒
回
収
時
に
は
オ
イ
ル
セ
パ
レ
ー

タ
ー
を
回
収
回
路
に
設
置
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
で
す
。
ま
た
、
ス
ラ
ッ
ジ
や

水
分
、
酸
分
の
除
去
に
は
ド
ラ
イ
フ
ィ

ル
タ
を
用
い
る
こ
と
で
一
定
の
効
果
が

得
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
使
用
す
る
こ

れ
ら
の
器
具
も
フ
ロ
ン
冷
媒
ご
と
に
使

い
分
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

仮
に
水
分
、
酸
分
が
回
収
容
器
内
に

入
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
回
収
容

器
が
錆
び
な
い
よ
う
に
ニ
ッ
ケ
ル
メ
ッ

キ
な
ど
内
面
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
施
さ
れ

た
再
生
専
用
回
収
容
器
を
使
用
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
回
収

容
器
を
再
利
用
す
る
際
に
は
内
面
洗
浄

や
真
空
ポ
ン
プ
に
よ
る
真
空
乾
燥
も
必

要
で
す
。
な
お
圧
縮
機
が
焼
損
し
た
機

器
の
フ
ロ
ン
冷
媒
は
再
生
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
再
生
用
途
と
し
て
の
回
収
容
器

に
は
回
収
し
な
い
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

 （
3
）
フ
ロ
ン
冷
媒
の
回
収
の

知
識
共
有
と
理
解
を
深
め
る

　

フ
ロ
ン
冷
媒
の
回
収
に
は
、
十
分
な

知
見
を
有
す
る
者
が
、
自
ら
回
収
を
行

う
か
、
回
収
に
立
ち
会
う
こ
と
が
必
要

で
す
。
高
圧
ガ
ス
を
取
り
扱
う
た
め
、

安
全
に
作
業
す
る
こ
と
、
ま
た
漏
洩
し

な
い
よ
う
な
工
法
な
ど
知
識
や
経
験
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
品
質
の
高

い
フ
ロ
ン
冷
媒
を
回
収
す
る
た
め
に

は
、
フ
ロ
ン
冷
媒
や
機
械
の
理
解
を
深

め
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
フ
ロ
ン
排

出
抑
制
法
を
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で

の
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
注
意
し
、
十
分
に
理
解
す

れ
ば
、
破
壊
処
理
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た
冷
媒
フ
ロ
ン
が
有
効
な
資
源
（
再
生

フ
ロ
ン
）
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

再
生
フ
ロ
ン
は
、
回
収
し
た
フ
ロ
ン

冷
媒
を
破
壊
処
理
し
、
新
品
冷
媒
を
充

塡
す
る
従
来
の
工
程
に
比
べ
、
資
源
の

有
効
活
用
、
環
境
負
荷
低
減
、
コ
ス
ト

低
減
の
観
点
か
ら
も
有
効
で
あ
り
、
今

後
の
利
用
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

8



　

フ
ロ
ン
冷
媒
の
代
表
的
な
再
生
方
式

は
フ
ィ
ル
タ
等
に
よ
り
、
簡
易
的
に
不

純
物
を
除
去
す
る
「
簡
易
再
生
」
と
、

蒸
留
装
置
等
に
よ
り
、
高
度
に
不
純
物

を
除
去
す
る
「
蒸
留
再
生
」
に
大
き
く

分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
蒸
留
再
生
に
お

い
て
も
、
蒸
留
精
製
式
と
簡
易
蒸
留
式

に
分
け
ら
れ
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
再
生
品
質
は
蒸

留
再
生
の
方
が
高
く
、
新
品
の
フ
ロ
ン

冷
媒
と
同
品
質
程
度
ま
で
再
生
純
度
を

上
げ
る
こ
と
が
可
能
な
蒸
留
再
生
設
備

業
者
も
多
数
存
在
す
る
。
蒸
留
再
生
す

る
た
め
の
コ
ス
ト
と
時
間
を
要
す
る
事

に
は
な
る
が
、
す
で
に
生
産
が
で
き
な

い
R

22
な
ど
の
特
定
フ
ロ
ン
、
生
産
規

制
が
進
ん
で
い
る
H
F
C
系
冷
媒
フ
ロ

ン
を
活
用
す
る
た
め
に
有
効
な
手
段
で

あ
る
。

　

一
方
、
今
回
紹
介
す
る
当
社
の
フ
ロ

ン
冷
媒
再
生
装
置
（
T
A
1
1
0
T
B
）

は
、
「
簡
易
再
生
」
式
で
あ
る
。

　

蒸
留
再
生
レ
ベ
ル
の
高
純
度
再
生
は

で
き
な
い
も
の
の
、
可
搬
性
や
導
入
コ

ス
ト
面
は
「
蒸
留
再
生
」
式
よ
り
優
れ

て
お
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
で
回
収

し
た
フ
ロ
ン
冷
媒
を
簡
易
再
生
機
に
介

し
て
同
製
品
に
現
場
で
即
、
再
充
塡
用

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
補
充

用
フ
ロ
ン
冷
媒
の
削
減
や
作
業
時
間
短

縮
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
簡
易
再
生

し
た
フ
ロ
ン
冷
媒
を
配
管
洗
浄
に
用
い

る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
コ
ス
ト
面
、

作
業
効
率
U
P
の
面
で
大
い
に
有
効
な

手
段
と
な
る
こ
と
が
言
え
よ
う
。

　

構
造
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
、油
分

離
機
と
フ
ィ
ル
タ
ド
ラ
イ
ヤ
を
内
部
に
搭

載
し
、
サ
イ
ズ
は
2
6
5（
D
）×
2
7
2

（
W
）
×
5
1
0
（
H
）
と
小
型
で
、
約
14

㎏
と
持
ち
運
び
が
可
能
で
あ
る
。

　

油
分
離
機
に
は
ヒ
ー
タ
ー
を
搭
載

し
、
油
分
離
機
内
の
フ
ロ
ン
冷
媒
を
温

め
る
こ
と
で
気
化
を
促
進
し
、
ま
た
、

使
用
す
る
フ
ィ
ル
タ
ド
ラ
イ
ヤ
も
大
容

量
の
も
の
を
搭
載
し
て
再
生
効
率
を
高

め
て
い
る
。

　

フ
ロ
ン
冷
媒
回
収
装
置
と
併
用
し
、

被
回
収
機
器
と
フ
ロ
ン
冷
媒
回
収
装
置

の
間
の
配
管
に
フ
ロ
ン
冷
媒
再
生
装
置

を
設
置
し
、
回
収
と
同
時
に
再
生
を
行

う
使
用
方
法
と
、
回
収
容
器
か
ら
フ
ロ

ン
冷
媒
再
生
装
置
、
フ
ロ
ン
冷
媒
回
収

装
置
そ
し
て
再
び
回
収

容
器
に
戻
る
よ
う
に
配

管
し
て
循
環
再
生
を
行

う
使
用
方
法
が
あ
る
。

　

高
純
度
の
再
生
で
は

な
い
た
め
、
回
収
・
再

生
さ
れ
た
フ
ロ
ン
冷
媒

は
、
異
種
の
被
回
収
機

器
に
充
塡
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
が
、
先
述
し

た
よ
う
に
、
現
場
に
持
ち
運
び
、
被
回

収
機
器
の
修
理
時
な
ど
、
一
旦
回
収
す

る
と
同
時
に
再
生
し
、
修
理
完
了
時
、

再
び
同
じ
機
種
に
充
塡
す
る
こ
と
で
、

一
定
の
効
果
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。

　

循
環
再
生
は
繰
り
返
す
こ
と
で
、
純

度
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
な
た
め
、
現

場
や
被
回
収
機
器
の
状
況
に
応
じ
て
循

環
再
生
を
す
る
と
な
お
よ
い
。

　

ま
た
、
機
器
の
入
れ
替
え
時
な
ど

に
、
既
設
配
管
を
再
利
用
す
る
際
は
、

小
型
機
器
で
あ
れ
ば
再
生
装
置
を
使
用

し
て
フ
ロ
ン
冷
媒
に
よ
る
配
管
洗
浄
が

可
能
で
あ
る
。
薬
剤
を
使
用
し
な
い
た

め
、
洗
浄
後
に
配
管
内
に
残
っ
た
薬
剤

の
除
去
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
な
く
、

洗
浄
の
時
間
短
縮
が
可
能
で
あ
る
。

R
22
冷
媒
な
ど
の
特
定
フ
ロ
ン
は
、

す
で
に
生
産
が
全
廃
と
な
り
今
後
入
手

困
難
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
市
場
に

は
R

22
を
使
用
し
た
機
器
が
ま
だ
多
く

稼
働
し
て
い
る
た
め
、
最
新
機
種
へ
の

入
れ
替
え
が
困
難
な
場
合
は
、
点
検
、

修
理
の
際
は
フ
ロ
ン
冷
媒
の
再
生
を
行

い
、
機
器
の
延
命
措
置
を
施
す
こ
と
を

お
勧
め
す
る
。

フ
ロ
ン
冷
媒
再
生
装
置
に
つ
い
て

株
式
会
社
イ
チ
ネ
ン
T
A
S
C
O

　行程管理票が本年7月発送分（予定）からフロン
類の処理方法の選択に下記の如く、「再生・破壊の
どちらでも良い」が増えました。
　第一種充塡回収業者として、客先から行程管理票
の代行記入を依頼された場合は、資源活用のために

RRC
からの
お知らせ

「再生希望」または「再生・破壊どちらでも良い」に
チェックをお願いします。
　また、客先から意見を求められた場合も同様にお
願いします。

来年2022年2月1日（火）～2月4日（金）
東京ビッグサイト 東1，2ホールにて

HVAC＆R JAPAN
2022 が開催されます。

JRECO
からの
お知らせ

（主催者　一般社団法人日本冷凍空調工業会）
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　「フロン排出抑制法」に基づく、令和元
年度の業務用冷凍空調機器からフロン類
の充塡量・回収量等の集計結果が、経済
産業省と環境省から令和２年12月25日発
表されました。
　フロン類を充塡した業務用冷凍空調機
器の総台数は約56万3，000台で、内訳
は、設置以外時が約38万2，000台、設置
時が約18万1，000台。その充塡量は合計
で約5，250トンだった。内訳は設置以外
時が約3，550トン、設置時が約1，700トン
となりました。
　これは、前年度と比べると、フロン類の
充塡対象機器の台数は約249台（約0．

04％）の減少、充塡量は約212トン（約3．
9％）の減少でした。内訳は、設置以外時は
約12，000台（約3．0％）、充塡量は約180
トン（約4．8％）とそれぞれ減少。設置時は
約1万2，000台（約6．8％）と増減、充塡量
は約31トン（約1．8％）と減少でした。
　一方、フロン類の回収対象となった業務
用冷凍空調機器の総台数は約174万3，
000台、そこから回収されたフロン類の総
量は約5，239トンでした。
　これは前年度と比べると、フロン類の回
収対象機器の台数は約19万1，000台（約
12．3％）、回収量は約23トン（約0．４％）
とそれぞれ増加でした。内訳は、廃棄時で

は約20万5，000台（約15．8％）、回収量
は約60トン（約1．6％）とそれぞれ増加と
なり、整備時では約１万4，000台（約5．
3％）、回収量は約37トン（約2．6％）とそ
れぞれ減少した。
　なお、業務用冷凍空調機器の廃棄時等
における、冷媒フロン類の回収率は、機器
の年度別出荷台数、経年別破棄台数割
合、フロン類初期充塡量等から廃棄時残
存冷媒量を経済産業省において推計し、
これと廃棄時等回収量との比率で算定す
ると、廃棄時等回収率は約38％と推定さ
れ、前年度比1．0％の微減ということにな
ります。

フロン排出抑制法に基づく

令和元年度フロン類の充塡量・回収量報告
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●第一種フロン類回収業者による充塡量・回収量等（令和元年度）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

廃棄時等回収率 31% 32% 27% 28% 30% 31% 29% 34% 34% 32% 38% 39% 38% 39% 38%

●フロン類廃棄時等回収率の推移

CFC HCFC HFC 合計

充

塡

量

合計
充塡した第一種特定製品数 （台） 2,482 92,055 468,823 563,360
充塡量 （kg） 34,230 1,441,155 3,774,446 5,249,831

設置以外時
充塡した第一種特定製品数 （台） 1,339 82,244 298,318 381,901
充塡量 （kg） 29,387 1,346,066 2,173,892 3,549,345

設置時
充塡した第一種特定製品数 （台） 1,143 9,811 170,505 181,459
充塡量 （kg） 4,844 95,089 1,600,554 1,700,486

回

収

量

合計

回収した第一種特定製品数 （台） 41,560 376,314 1,324,995 1,742,869
回収量 （kg） 109,657 2,564,449 2,565,150 5,239,257
元年度当初の保管量 （kg） 19,961 134,591 137,928 292,481
破壊業者に引き渡された量 （kg） 74,869 1,443,273 1,477,040 2,995,181
再利用等された量 （kg） 32,586 1,115,287 1,085,947 2,233,821
元年度末の保管量 （kg） 22,145 139,619 140,298 302,063

廃棄時等

回収した第一種特定製品数 （台） 40,074 341,626 1,116,873 1,498,573
回収量 （kg） 85,711 2,270,157 1,499,464 3,855,332
元年度当初の保管量 （kg） 8,920 78,841 40,778 128,539
破壊業者に引き渡された量 （kg） 67,091 1,308,307 842,704 2,218,102
再利用等された量 （kg） 18,430 957,826 653,525 1,629,781
元年度末の保管量 （kg） 9,101 82,555 44,388 136,044

整備時

回収した第一種特定製品数 （台） 1,486 34,688 208,122 244,296
回収量 （kg） 23,946 294,292 1,065,685 1,383,924
元年度当初の保管量 （kg） 11,041 55,750 97,150 163,942
破壊業者に引き渡された量 （kg） 7,777 134,966 634,337 777,080
再利用等された量 （kg） 14,157 157,460 432,422 604,039
元年度末の保管量 （kg） 13,045 57,065 95,909 166,019

●回収量・充塡量の推移 

10


